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下水処理における
有機物除去機構
よくなされる説明（その１）

微生物は酸素を利用して有機物（BOD）を水と二酸化炭素にまで分解す
る。

よくなされる説明（その２）

微生物は酸素を利用して有機物（BOD）を水と二酸化炭素にまで分解し、
自身はエネルギーを得る。（異化代謝）

微生物はそのエネルギーを利用し、BODの一部を自身の細胞成分の合成に
用いる。（同化代謝）

もう一つ大切な反応が！

微生物同士で有機物をめぐって競争している
早食いした方が勝ち！

早食いの得意な微生物は、次のような事をするであろう。
まず、食べてお腹の中にためる（摂取して細胞内に貯蔵する）。
そのあと、貯蔵しておいた有機物を酸素を利用して水と二酸化炭
素にまで分解し、自身はエネルギーを得る。（異化代謝）
微生物はそのエネルギーを利用し、貯蔵しておいた有機物の一部
を自身の細胞成分の合成に用いる。（同化代謝）

→処理時間

下水中の有機物（BOD）濃度

一時貯蔵物質の濃度
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図１

汚泥のコンディションを整えるため通常はBまで曝気。
でも、水処理としてはOA間でほぼ完結。



小さな施設で大きな処理
コンタクトスタビライゼーション法の適用

下水の反応槽内滞留時間は１時間程度

不安定な形で汚泥に吸着された有機物を再曝
気槽において安定化

既存の曝気槽の一部を再曝気槽として利用。

被災した処理場の復旧過程での利用
人口分布の変化で急に負荷が増えた処理場での利用

特別な施設は不用

電力消費ピークカット

日中は貯蔵能力をフルに活用

酸化分解は夜間電力で

必要性は言うまでもない。

極端な話、日中の電力消費を半分にできる。

処理全体としてのエネルギー効率の改善
余剰汚泥を汚泥処理に送る前
に、過剰摂取をさたらどう
か。

FAREWELプロセス（Final 
aeration of excess sludge 
with excess loading）(O-15に
て)

対象は：下水の一部、汚泥
処理からの返流水等

余剰汚泥

汚泥処理へ

エサをあげて
今日の方法

将来は...



FAREWELプロセス
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図３

曝気のための動力を節約できる。
下水中の有機物をバイオマスエネルギー資源に転換！

（押木ら、用水と廃水、2009.9月号）

下水処理場30tのCODCr

15tの酸素消費

15tのCODCrに相当
する汚泥発生

100g/人/日×30万人
=30t/日

10万t/d流入

下水処理場30tのCODCr

13.5tの酸素消費

16.5tのCODCrに相
当する汚泥発生

余剰汚泥に10%の量の一時貯蔵有
機物を蓄積させると...

10万t/d流入
下水処理場30tのCODCr

15tの酸素消費

15tのCODCrに相当
する汚泥発生

100g/人/日×30万人
=30t/日

12万kWh

6万kWh
2万kWh

10万t/d流入

0.2kWhr/m3として計算

曝気のための
エネルギー

有機物の持つエネルギー量は3500kcal/kgCOD=4kWhr



下水処理場30tのCODCr

13.5tの酸素消費

16.5tのCODCrに相
当する汚泥発生

100g/人/日×30万人
=30t/日

12万kWh

6.6万kWh
1.8万kWh

10万t/d流入

0.2kWhr/m3として計算

曝気のための
エネルギー

全体としては、0.8万Wh分稼げる事となる。
（現在の電力消費量の4割に相当）

余剰汚泥に10%の量の一時貯蔵有機物を
蓄積させると... 下水処理は下水管で

落下部の下水管内に微生物
付着のための担体を設置
下水が流下するとき：
　　微生物にとってはご飯の時間
下水が来ないとき：
　　空気に触れて酸化分解

高地移転
高層建築

下水処理は下水管で

入口ではなるべく
可溶化
(腐敗槽やUASB)

分別も必要？
　　・し尿
　　・風呂排水

最後は自然の力で

出口側での仕上げ処理
・水頭を使って膜分離
・海水との濃度差を使って
　forward osmosis
・自然の力を使って湿地処理

有機物一時貯蔵能力の利用

コンタクトスタビライゼーション

電力消費シフト

省曝気・バイオマス資源回収

下水管落下部を利用した下水処理


